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八
丈
町
並
び

に
青
ヶ
島
村
の

皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
東
京
都

の
事
業
執
行
に

あ
た
り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
７
月
16
日
付
で
八
丈
支
庁
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　
７
月
25
日
に
は
、
初
め
て
青
ヶ
島
を
訪
問

し
ま
し
た
。
厳
し
い
自
然
条
件
の
中
に
あ
っ

て
、
農
業
生
産
物
の
品
質
向
上
や
付
加
価
値

の
高
い
農
業
加
工
製
品
・
水
産
加
工
品
な
ど

の
産
業
振
興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
八
丈
町
で
は
、
既
に
実
績
の
あ
る

農
林
水
産
業
及
び
観
光
産
業
の
確
実
な
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
観
光
に
つ
い
て

は
、
豊
か
な
自
然
、
深
み
の
あ
る
伝
統
・
文

化
に
支
え
ら
れ
た
魅
力
を
も
っ
と
外
部
に
知

ら
し
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
支
庁
と
し
て
は
、
平
成
16
年
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
「
新
エ
イ
ト
・
ブ
ル
ー
構
想
」
を

踏
ま
え
、
今
後
、
支
庁
観
光
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
再
構
築
し
、
町
村
の
観
光
振
興

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
の
三
位
一
体
改
革
が
進
め
ら
れ
、
町
村

財
政
は
、
更
に
新
し
い
局
面
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
町
村
役
場
を
始
め
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
島
の
発
展
の
た
め
に
全
力

を
つ
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
支
庁
事
業
に
対
し
、
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

着

任

の

あ

い

さ

つ

八丈支庁長　
みつい いくお

　三井　幾雄

　
青
ヶ
島
村
の
牛
祭
り

　
毎
年
８
月
10

日
に
実
施
さ
れ
る
青
ヶ
島

「
牛
祭
り
」
が
今
年
は
豪
雨
の
た
め
部
分
開
催

と
な
り
、
納
涼
花
火
大
会
は
９
月
10
日
に
延

期
と
な
り
ま
し
た
。

　
青
ヶ
島
に

と
っ
て
、
基

幹
産
業
の
一

つ
で
あ
る
肉

牛

の

生

産

は
、
品
質
向

上
を
中
心
に

生
産
者
が
努

力
を
重
ね
て

き
た
伝
統
産

業

で

も

あ

り
、
今
回
の

牛
祭
り
で
も
立
派
な
牛
が
和
牛
共
進
会
に
多

頭
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
青
酎
と
原
料
の

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ひ
ん
ぎ
ゃ
の
塩
の
生
産
の
ほ

か
、
花
き
園
芸
品
も
年
々
生
産
量
が
増
え
、
花

き
園
芸
品
・
農
林
水
産
物
・
手
工
芸
・
加
工
品

の
品
評
会
で
は
数
多
く
の
優
良
作
品
や
力
作

が
出
品
さ
れ
、
活
力
あ
る
青
ヶ
島
の
産
業
を

代
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
村
の
産
業
発
展
の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨

ぼ
う
そ
う

年
度
ロ
ベ
防
風
防
霜
ネ
ッ
ト
の
整
備
増
設
等

を
行
い
、
今

年
度
は
花

き
生
産
振

興
用
ス
ト

ロ
ン
グ
ハ

ウ
ス
を
整

備
す
る
こ

と
に
よ
っ

て
、
生
産
向

上
を
目
指

す
と
と
も

に
、
離
島

漁
業
再
生

支
援
事
業
に
よ
る
水
産
加
工
品
の
生
産
に
着

手
し
て
い
き
ま
す
。

　
島
民
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
全
村
民
手
作

り
の
牛
祭
り
に
対
す
る
思
い
が
雨
雲
を
追
い

払
い
、
昼
か
ら
部
分
開
催
さ
れ
用
意
さ
れ
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
道
芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
保
育
園
の
子

ど
も
達
の
ダ
ン
ス
、
飛
び
入
り
大
歓
迎
の
子

ど
も
・
大
人
相
撲
な
ど
が
出
し
物
な
ど
が
大

盛
況
で
最
後
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　
日
本
一
小
さ
な
村
で
行
わ
れ
た
お
祭
り
は
、

青
ヶ
島
村
民
の
産
業
振
興
と
地
域
振
興
に
取

り
組
む
熱
意
を
発
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
産
業
課
商
工
係
　
℡
二
―
一
一
一
三
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「
空
の
日
」
の
起
源
は
、
昭
和
15
年
に

制
定
さ
れ
た
「
航
空
日
」
が
始
ま
り
で
す
。

こ
の
年
の
「
航
空
日
」
は
９
月
28
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
16
年
に
９
月
20
日

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
間
航
空
再
開
40
周
年
に
あ
た
る
平

成
４
年
、
よ
り
多
く
の
方
に
航
空
に
対

す
る
ご
理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、「
航
空
日
」
か
ら
「
空

の
日
」
へ
改
称
す
る
と
と
も
に
、
９
月
20

日
か
ら
30
日
ま
で
「
空
の
旬
間
」
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
「
空
の
旬
間
」
に
、
全
国
各
地
の

空
港
や
レ
ー
ダ
ー
事
務
所
等
で
、
管
制

塔
な
ど
の
空
港
施
設
見
学
や
航
空
教
室

等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
八
丈
島
空
港
で
も
、
支
庁
港
湾
課
、
八

丈
町
、
Ｃ
Ａ
Ｂ
（
航
空
局
）
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
な

ど
が
主
体
と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

施
設
を
開
放
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
生
活
と
航
空
の
関
わ
り
を
身
近
に

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

★
開
催
日:

９
月
30
日(

土)

★
場
　
所:

八
丈
島
空
港

★
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容
（
予
定
）

①
管
制
塔
及
び
気
象
施
設
等
の
見
学

②
子
供
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会

③
滑
走
路
バ
ス
ツ
ア
ー

④
「
空
の
日
」
記
念
撮
影
会

⑤
化
学
消
防
車
等
の
特
殊
車
両
公
開

⑥
航
空
教
室

⑦
お
楽
し
み
抽
選
会

　
　
八
丈
島
空
港
管
理
事
務
所
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
二
―
〇
一
六
三

　
９
月
下
旬
は
、
ク
ワ
ゴ
マ
ダ
ラ
ヒ
ト
リ

幼
虫
の
発
生
時
期
で
す
。
産
業
課
で
は
、
島

し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
八
丈
事
業

所
や
八
丈
町
と
連
携
し
、
成
虫
の
発
生
時

期
や
発
生
量
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

成
虫
発
生
の
ピ
ー
ク
は
例
年
９
月
中
旬
頃

で
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
や
カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ

ウ
、
ク
ワ
な
ど

に
卵
を
産
み
付

け
ま
す
（
写
真

参
照
）
。

　
来
春
に
は
幼

虫
が
大
き
く
な

り
、
薬
剤
の
効

果
が
悪
く
な
る

の
で
、
家
屋
周

辺
の
植
裁
や
農
作
物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
、
こ
の
時
期
に
適
切
な
防
除
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

〜
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
〜

☆
卵
塊
や
巣
網
を
、
幼
虫
が
分
散
す
る
前

に
除
去
し
ま
す
。

☆
産
卵
樹
（
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
・
カ
ラ
ス
ザ
ン

シ
ョ
ウ
・
ク
ワ
）
を
伐
採
し
ま
す
。
特
に
、

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
は
、
こ
ぼ
れ
種
が
よ
く
発

芽
し
生
育
も
早
い
の
で
、
早
め
に
抜
き
取

り
ま
し
ょ
う
。

　
　
産
業
課
農
務
係
　
℡
二
―
一
一
一
三

　
東
京
都
で
は
、
都

税
を
納
期
内
に
納
税

し
て
い
な
い
方
に
、

納
税
の
督
促
や
催
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
自
動
車
税
の
納
期
限
は
毎

年
５
月
31
日
で
す
が
、
７
月
時
点
で
未

納
の
方
に
対
し
て
、
督
促
状
を
発
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
督
促
を
発
付
し
て
も

未
納
で
あ
る
方
に
対
し
て
は
、
催
告
書

や
差
押
予
告
通
知
書
な
ど
を
送
付
し
て
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の
納
税
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
督
促
と
催
告
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

○
督
促
・
・
・
納
期
限
ま
で
に
納
税
し
て

い
な
い
場
合
に
、
納
税
者
に
納
税
を
促

す
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
督
促
状
を

発
付
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経

過
し
た
日
ま
で
に
納
税
が
な
け
れ
ば
、

差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

○
催
告
・
・
・
督
促
状
を
発
付
し
て
も
納

税
し
て
い
な
い
場
合
に
、
さ
ら
に
納
付

を
催
促
す
る
も
の
で
す
。
督
促
と
は
異

な
り
、
文
書
だ
け
で
な
く
、
電
話
や
自
宅

等
に
職
員
が
直
接
出
向
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
総
務
課
税
務
係
　
℡
二
―
一
一
一
一

八
丈
島
空
港
「
空
の
日
」

　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

適
期
防
除
で
ク
ワ
ゴ
マ
ダ
ラ
　

ヒ
ト
リ
の
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

税
の
お
話

　 

督
促
と
催
告

16
ミ
リ
の
映
写
会
を
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

カラスサンショウへの産卵

　
教
育
庁
八
丈
出
張
所
で
は
16
ミ
リ
映

画
フ
ィ
ル
ム
と
映
写
機
の
貸
し
出
し
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
フ
ィ
ル
ム
は
毎
月
10
本
更
新
さ
れ
る

も
の
の
ほ
か
、
都
立
日
比
谷
図
書
館
で

保
管
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ル
ム
を
取
り
寄

せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
映
写
機
を
操
作
し
た
こ
と
が

な
い
方
に
も
、
操
作
方
法
を
ご
説
明
し

て
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
保
育
園
や
学
校
の
行
事
、
親
子
レ
ク

な
ど
、
ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
気
分
で
上
映

会
が
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ

い
。

　
　
　
教
育
庁
八
丈
出
張
所
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
二
―
〇
七
四
二
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こ
ん
に
ち
は
、
八
高
で
す
！

　
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
い
で
下

さ
い
。

　
当
日
は
、
吹
奏
楽
や
演
劇
な
ど
の
舞

台
発
表
、
創
作
や
研
究
を
中
心
と
し
た

展
示
発
表
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
園
芸

科
実
習
で
育
て
た
洋
ラ
ン
な
ど
の
生
産

品
や
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ュ
ー
ス
を
は
じ

め
と
す
る
加
工
品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
が
調
理
し
た
軽
食
の
販

売
も
行
い
ま
す
。

　
生
徒
が
日
頃
、
授
業
や
部
活
動
に
お

い
て
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

真
剣
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
初
出
場
！
吹
奏
楽
部
が
金
賞
受
賞

　
八
高
吹
奏
楽
部
が
「
第
46
回
東
京
都

高
等
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
金

賞
を
受
賞
し
、
10
月
に
仙
台
市
で
行
わ

れ
る
東
日
本
大
会
の
東
京
都
代
表
に
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
島
し
ょ
で
は
初
め
て
の
受
賞
で
す
。

★
八
高
は
変
わ
り
ま
す
！

　
全
日
制
の
教
育
課
程
が
19
年
度
入
学
生

か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

 
 

普
通
科
、
専
門
学
科
の
枠
を
超
え
た
ク

ロ
ス
オ
ー
バ
ー
型
（
共
修
選
択
型
）
教
育

課
程
を
導
入
し
ま
す
。
　

　
こ
れ
は
多
様
な
学
習
を
す
る
こ
と
に
よ

り
生
徒
自
ら
が
進
路
に
対
す
る
し
っ
か
り

し
た
考
え
を
持
ち
、
そ
の
希
望
の
実
現
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　
新
教
育
課
程
説
明
会

　
９
月
９
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

　
八
高
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　
対
象
は
中
学
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
、

及
び
中
学
校
関
係
者
で
す
。

★
新
俳
句
大
賞
佳
作
入
選

　
伊
藤
園
が
主
催
し
た
「
第
17
回
伊
藤
園

お
〜
い
お
茶
新
俳
句
大
賞
」
に
、
全
日
制

普
通
科
２
年
・
長
田
昇
悟
（
お
さ
だ
し
ょ

う
ご
）
君
の
作
品
が
、
佳
作
に
入
選
し
ま

し
た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
作
品
は
、

百
六
十
六
万
七
千
九
百
三
句
。

　
前
回
（
７
月
１
日
号
）
お
知
ら
せ
し
た

同
学
年
菊
池
快
生
君
の
短
歌
入
選
に
引
き

続
き
、
素
晴
ら
し
い
快
挙
と
な
り
ま
し

た
。

（
入
選
作
）

 

鰯
雲
　
明
日
の
天
気
　
教
え
て
よ

★
八
丈
高
校
経
営
企
画
室

　
　
　
　 

 

　
　
　
℡
二
―
一
一
八
一

　
６
月
14
日
の
夕
方
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
神
湊
港
（
底
土
）
海
岸

で
産
卵
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
平
成
11
年
、
14
年
、
そ
し

て
17
年
に
続
い
て
４
回
目
の
産
卵
で
し
た
。

　
卵
を
守
る
た
め
、
産
ん
だ
場
所
に
土
の
う
と
柵
を
設
置

し
、
子
ガ
メ
の
誕
生
と
旅
立
ち
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
14
日
の
早
朝
、
子
ガ
メ
が
産
ま
れ
ま
し
た
。
ウ
ミ
ガ

メ
の
ふ
化
は
、
産
卵
後
50
か
ら
60
日
目
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
62
日
目
で
し
た
。

　
朝
５
時
、
掘
り
返
し
て
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
残
っ
て
い

た
16
匹
の
小
亀
が
元
気
に
大

海
原
へ
と
旅
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
生
ま
れ
た
ば
か
り
な
の
に
、

海
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
に

歩
く
子
ガ
メ
の
姿
は
、
見
守

る
人
々
に
感
動
を
与
え
、
生

命
の
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ま

し
た
。

　
卵
の
殻
を
数
え
た
と
こ
ろ
、
約
百
匹
の
子
ガ
メ
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
と
保
護
、
ふ
化
に
至
る
ま
で
、「
は

ま
ゆ
う｣

の
ご
主
人
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
ご
支

援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
い
つ
の
日
か
、
こ
の
神
湊
港
（
底
土
）
海
岸
で
、
大

き
く
な
っ
た
ウ
ミ
ガ
メ
達
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　 

 
 
 
 

　
港
湾
課
管
理
係 

 

℡
二
―
一
一
一
五

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
ま
し
た

一
般
公
開
は

　
９
月
23
日
（
土
）
秋
分
の
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

★
八
高
祭
に
お
じ
ゃ
り
や
れ
！

り
ょ
う
ら
ん

　
18
年
度
の
八
高
祭
は
「
百
花
繚
乱
」

も

　
　
―
萌
え
ろ
八
高
祭
り
―
を

　
　
　
　
　
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
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森
林
の
伐
採
を
行
う
場
合
は
、
森
林

法
に
基
づ
く
事
前
の
届
出
（
伐
採
と
伐

採
後
の
造
林
の
届
出
、
第
10
条
の
８
）

を
八
丈
町
役
場
又
は
青
ヶ
島
村
役
場
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、
１
ha
を
超
え
る
森
林
の
開
発

や
保
安
林
（
別
記
参
照
）
で
の
伐
採
に

は
、
都
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
産
業
課
林
務
係
（
℡
二
―
一
一
一

三
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
保
安
林
と
は
、
土
砂
の
崩
壊
や
流

出
、
潮
風
害
の
防
備
な
ど
、
森
林
の
公

益
的
な
機
能
を
維
持
・
確
保
す
る
た

め
、
森
林
法
第
25
条
又
は
第
25
条
の
２

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
森
林
で
、
伐
採
や

開
発
行
為
な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
18
年
７
月
12
日
付
け
で
、
東
京
都
漁
業

調
整
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
地
元
自
治
体
な
ど

が
開
催
す
る
大
会
に
お
い
て
、
一
般
の
方

で
も
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
（
曳
き
縄
釣
り
）
を

行
な
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
大
会
開
催
に
は
東
京
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
の
承
認
が
必
要
で
す
。
承

認
を
得
ず
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
な
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
産
業
課
水
産
係
（
℡
二
―

一
一
一
三
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
空
港
で
は
、
離
着
陸
す
る
航
空
機
の
安

全
運
航
を
確
保
す
る
た
め
に
、
空
港
周
辺

の
一
定
の
上
部
空
間
を
建
造
物
・
立
木
等

の
な
い
「
無
障
害
」
の
状
況
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、「
制
限

表
面
」
と
呼
ば
れ
る
制
限
区
域
を
設
け
て

い
ま
す
。

「
制
限
表
面
」
は
、
図
に
示
す
よ
う
に
い
く

つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

森
林
の
伐
採
に
は

　
届
出
又
は
許
可
が
必
要
で
す
！

空
港
周
辺
で
の
ク
レ
ー
ン
作
業

　
「
進
入
表
面
」
は
、
着
陸
帯
か
ら
三
根
・

大
賀
郷
双
方
へ
延
び
て
お
り
、
航
空
機

が
安
全
に
離
着
陸
を
行
え
る
よ
う
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　高圧ガス製造保安責任者、同販売主任者

及び液化石油ガス設備士の国家試験を行い

ます。

○試験日：11月12日（日）

○試験場所：八丈支庁3階会議室

○願書受付：９月８日（金）まで

○受験願書の配付場所

　 産業課商工係(２階）  ℡２－１１１３

東
京
都
漁
業
調
整
規
則
の
改
正

高圧ガス関係試験のご案内

 

「
転
移
表
面
」
は
、
着
陸
帯
か
ら
八
丈

富
士
と
三
原
山
の
両
側
に
向
け
て
延
び

て
お
り
、
航
空
機
が
進
入
を
誤
っ
た
時

や
脱
出
の
際
に
安
全
を
確
保
す
る
た
め

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
制
限
表
面
」
を
超
え
て
の
建

物
や
立
木
の
設
置
・
植
栽
、
ク
レ
ー
ン

の
作
業
等
は
、
航
空
法
で
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
航
空
機
の
安
全
運
航
、
周
辺
住
民
や

乗
客
・
乗
員
の
安
全
確
保
の
た
め
、
ク

レ
ー
ン
等
の
高
所
作
業
を
行
う
際
は
空

港
管
理
事
務
所
へ
ご
一
報
下
さ
い
。

 
 
 　

八
丈
島
空
港
管
理
事
務
所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
℡
二
―
〇
一
六
三

　公園や園地、道路の緑地帯

に、犬の糞が放置され、利用

者や沿道住民の方々が大変迷

惑しています。

　犬の糞は、飼い主が責任を

持って、持ち帰ってくださ

い。

　土木課管理係　℡2－1114

犬の糞を持ち帰って!


